入社試験　問題用紙
問題１
一辺の長さが3未満の正方形に、一辺の長さが1の正方形を重ならないように5個詰めてください。


問題２
4人の人々が、ぐらぐらする縄の吊り橋を渡って、夜、宿営地に戻る必要があります。
不幸にして、彼らは懐中電灯を1つしかもっておらず、電池は17分しかもちません。
吊り橋は危険で、懐中電灯なしで渡ることはできず、また、常に2名を支えるだけの強度しかありません。4人はみな、歩く速さがちがいます。1人は1分で渡ることができ、もう1人は2分、3人目は5分で、最後の1人は10分かかります。どうすれば全員が17分以内に橋を渡ることができますか？
問題３
　同じ大きさのボールが8個あります。そのうちの7個は同じ重さで、1個は他より少しだけ重い。1つの秤を2回だけ使って、どうすれば重いボールをみつけることができますか？

　
これは、一般常識や学力ではなく、「頭の柔らかさ」を試す問題です。

【回答】
問題１

問題２
1分で渡れる人をA、　2分をB、　5分をC、　10分をD　とする。
手順１．　AとBが渡る。　…　2分
手順２．　Aが懐中電灯を持って吊り橋を戻る。　…　3分
手順３．　CとDが渡る。　…　13分
手順４．　Bが懐中電灯を持って吊り橋を戻る。　…　15分
手順５．　AとBが渡る。　…　17分
（※手順２と手順４は逆でも可）
問題３
8個のうちから任意に6個選び、3個ずつ秤にのせる。秤が傾いたら、重い方の3つから2つを選び秤にのせる。
このとき秤が傾いたら、傾いた方のボールが求めるボールで、秤が釣り合ったら、秤にのせていない1つが求めるボールであることが分かる。
はじめに3つずつのせたとき、秤が釣り合った場合、残りの2つの中に重いボールがあることがわかるので、この2つを秤にのせれば重いボールが分かる。
（出典：Ｇoogleの入社試験　　竹内　薫）
